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1．本年度の研究成果 

本研究は、（１）初年度（平成26年度）に、「がん医療ネットワークナビゲーター」を養成

するための教育プログラムを確立し、（２）次年度にこれらの教育プログラムを実稼働させ、

初回の資格認定を目指すとともに、プログラムの実効性を評価、内容を改善、（３）最終年度

には、資格取得者を、熊本、福岡、群馬の３地域に実際に配置してモデル事業を展開、その効

果と発展性、課題を検証し、研究を総括する計画となっている。 

２年目となる平成27年度は、計画通り、年度末の初回資格認定を目指し、教育プログラムを

実稼働させた。基盤知識習得のためのプログラムとして、１）e-ラーニングの正式受講を開始

し（平成27年11月10日現在 受講者119名）、２）教育研修セミナー（Aセッション）を京都で

開催（平成27年10月31日 参加者50名：昨年度前倒開催と合わせ計798名）し、ロールプレイ等

を含む、３）コミュニケーションスキル研修（Bセッション）については、ファシリテーター・

マニュアル、テキストを作成、平成27年11月1日に京都大学で初回研修会を開催（参加者22名）、

平成28年1月末までに、熊本、福岡、群馬と順次開催する。また、実地研修については、４）要

綱とマニュアルを完成、福岡、熊本、群馬３県で説明会を実施し、計36施設を実地研修施設に

認定した。研修は平成28年1月より開始し、今年度末までに、e-ラーニング、教育研修セミナー

（Aセッション，Bセッション）、実地研修を修了した者を対象に、「がん医療ネットワークナ

ビゲーター」の初回認定に至る予定である。 

1) e-ラーニング 

最終的に必須習得コンテンツを34に定め、すべての講義を収録して、小テストを付加、平成27

年4月1日から公開した(CANCER e-LEARNIGシステム http://www.cael.jp/）。平成27年11月11

日現在、受講申込者119名、全コンテンツ視聴終了・小テスト修了者11名となっている。 

【e-ラーニング講義一覧】 

講義名 講師 講義名 講師 

※がん医療におけるコミュニケー

ション 
藤森麻衣子 

※がん診療のインフォームド

コンセント 
松岡 弘道 

※家族・遺族ケア 大西 秀樹 医療事故をめぐる法と倫理 桑原 博道 

※臨床研究と倫理 佐藤 暁洋 
がんの経過における正常反

応と精神症状 
加藤 雅志 

臨床第Ⅰ相試験、第Ⅱ相試験 山本 昇 精神腫瘍学における教育 小川 朝生 

臨床第Ⅲ相試験、メタ解析 柴田 大朗 
心理社会学的要因とがんの

罹患/生存 
中谷  直樹 

その他の臨床研究、臨床試験 吉村 健一 高齢者/認知症 小川 朝生 

※効果的なコミュニケーション 木澤 義之 
日本の医療保険制度も含め

た経済的視点 
吉田 稔 



チーム医療 梅田 恵 
※がん医療ネットワークナビ

ゲーターの役割について 
佐々木治一郎 

チーム医療の重要性と在り方 高石 官均 スピリチュアルペイン 田村 恵子 

地域医療連携 浜野 淳 
終末期をめぐる倫理的諸問

題 
清水 哲郎 

在宅医療と地域連携 退院支援 三輪 恭子 
チームワークとマネジメン

ト 
小川 朝生 

がんと看護 武田 裕子 肺がん 各論 山本 信之 

がんとリハビリテーション 辻  哲也 乳がん 各論 徳永 えり子 

がんと栄養学 大村 健二 胃がん 各論 朴 成和 

がんとソーシャルワーカー 池山 晴人 肝がん 各論 古瀬 純司 

※がんと心理支援（カウンセリング） 白波瀬丈一郎 大腸がん 各論 水沼 信之 

※患者教育 長島 文夫 支持療法 高橋 雅信 

※がん対策基本法 江副 聡 臨床腫瘍学(総論） 下方 智也 

医療倫理に関わる規約・法律・指針/

職業人としての模範 
佐々木常雄 

※はBセッション受講までに

受講する講義  

２）教育研修セミナー（Aセッション）の実施 

初年度に続き、e-ラーニングを補完する直面式教育機会の提供の場として教育研修セミナー

（Aセッション）を企画、京都で実施した[2015教育研修セミナーin京都 2015年10月31日（土）

14:00〜17:00 京都国際会議場（参加総数22名）] 

３）教育研修セミナー（Bセッション）ファシリテーター・マニュアル、テキストの作成と実施 

① ファシリテーター・マニュアル、テキストの作成 

講義、面談相談模擬体験（ロール・プレイ）、振り返りとアンケートからなるコミュニケ

ーション・スキル習得研修の詳細を確定、ロール・プレイの台本を含めたファシリテータ

ー・マニュアルと研修テキストを作成した。 

② 教育研修セミナー（Bセッション）の実施 

 2015コミュニケーションスキルセミナーin京都（参加総数50名） 

2015年11月1日（日）13:00〜16:00 京都大学医学部芝蘭会館 山内ホール 

 2015コミュニケーションスキルセミナーin熊本 （申し込み受付中） 

2015年12月6日（日）9:00〜12:00 くまもと県民交流館パレア 

 2016コミュニケーションスキルセミナーin福岡  

2016年1月17日（日）予定 場所：検討中 

 2016コミュニケーションスキルセミナーin群馬 

日時：2016年1月予定 場所：検討中 

４）実地研修 

① 研修施設説明会の開催 

 熊本  2015.7.14（火）18:00～20：00  熊本赤十字病院 14施設42名 

 福岡  2015.8.2（日）14：00～16：00  福岡国際会議場 10施設22名 

 群馬  2015.9.9（水）18:00～20：00   群馬県庁 10施設19名 

② 研修施設の認定 



 群馬：群馬大学医学部附属病院、群馬県立がんセンター、前橋赤十字病院等 9施設 

 福岡：九州大学病院、九州がんセンター、福岡大学病院等 11施設 

 熊本：熊本大学医学部附属病院、熊本赤十字病院、熊本医療センター等 16施設 

を実地研修施設として認定した。（平成 27年 11月 11日現在） 

③ 実地研修 

2016年 1月より申請受付、随時実地研修開始予定 

2．前年度までの研究成果 

初年度となる前年度は、１）e-ラーニングのコンテンツを確定して収録と監修を終了、２）

教育研修セミナー（A セッション）を、群馬、福岡、熊本でセミナーにて開催し、３）コミュ

ニケーション・スキル研修の要綱とともに、４）実地研修要綱とマニュアルを作成し、「がん医

療ネットワークナビゲーター」の養成基盤を確立した。 

3．研究成果の意義及び今後の発展性 

多くの患者にとって、がんとの闘いはすべてが未知の体験である。“知る”ことは医療と生活

の選択基盤であるが、情報提供体制は十分ではない。退院後も、また、あらゆる相の病態でも、

確実に国民の手元に届くがん医療情報の提供システムの確立は、「がんになっても安心して暮ら

せる社会」を実現するために必須の要素である。本研究は、１）地域がん医療の水先案内人と

もいえる「がん医療ネットワークナビゲーター」を配置し、がん医療情報提供体制の強化をは

かる試みであり、２）人材養成の質と事業の継続性を担保するため、日本癌治療学会、日本医

師会、日本看護協会、日本病院薬剤師会等が協働し、３）がん相談支援センター/地域医療連携

室在室者、ピアサポーターも含め、職種を問わない人材養成を展開するもので、がんの医療と

ケアの面から、医療、介護、住まい、予防、生活支援サービスが身近な地域で包括される「地

域包括ケアシステム」の確立に大きく寄与するとともに、がん患者の診療と社会生活に関わる

様々な情報を確実に伝える仕組みの確立によって「がん対策推進基本計画」の推進、設定目標

実現の促進に貢献すると考えられる。学会の認定資格制度として質を担保し、継続的に展開す

る試みでもあり、職種を問わないことから、新たな雇用機会の創生、ワーキングシェアの導入

機会の増加にもつながる可能性が高い。本研究は、患者の複雑な病態や多様なニーズにも対応

できるよう、地域の経験や創意を取り入れるもので、明らかとなった課題は新たな政策提言に

寄与し、「全てのがん患者とその家族の苦痛の軽減と療養生活の質の維持向上」、「がんになって

も安心して暮らせる社会の構築」に向けて大きな推進力を持つものと期待される。 

4．倫理面への配慮 

本研究は、人材養成と医療情報の提供体制の確立を目的とした研究で介入試験を伴わない。

ただし、モデル事業における評価は疫学研究の対象になるとも考えられ、「疫学研究に関する倫

理指針」を遵守してこれを行う。また、現在、疫学研究と臨床研究に関する倫理指針の見直し

が進められていることから、「臨床研究に関する倫理指針」、「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針（平成 27年 4月 1日施行）」にも配慮して研究を進める。 

モデル事業の評価を行う際には、研究対象者に対する個人情報の管理、人権擁護上の配慮、

不利益・危険性の排除や説明と同意（インフォームド・コンセント）への対応を含めた研究計

画について、全施設の関連倫理審査委員会に申請して審査を受ける。臨床試験でないためにモ

ニタリング・監査に関する特別な体制は構築しないが、研究代表者、分担者は、研究の適正性

及び信頼性を確保するために必要な情報を収集して、研究参加機関の長にこれを報告し、依頼

を受けた倫理審査委員会の審査を受け、研究参加機関の長の指示・決定に従って研究を行う。 
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④所属研究機関

における職名 

西山 正彦 養成プログラム及びモデル事業の
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片渕 秀隆 がん医療ネットワークナビゲータ

ーの養成プログラムの確立と実

践、及び熊本モデル事業の推進 

熊本大学大学院生命科学研

究部/産科婦人科学 

教授 

桑野 博行 がん医療ネットワークナビゲータ

ーの養成プログラムの確立と実

践、及び群馬モデル事業の推進 

群馬大学大学院医学系研究

科/病態総合外科学 

教授 
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